
文化スポーツ課　殿へ 平成24年9月12日

宮崎市スポーツ推進委員協議会

会　長　　山　本　　　幸　徳

１．委嘱の在り方について

・宮崎市スポーツ推進委員協議会に入会する事を条件とする

・宮崎市スポーツ推進委員協議会の承諾書提出を条件とする 別紙（案）

・地区に関係なく５人位の推進委員としての委嘱枠を設ける

（事務局等積極的に動ける人を確保するため）

２．協議会運営費の捻出について

（事務経費）

３．ビーチボールバレー大会要項について

・別紙参照

４．ミニバレーボール大会要項について

・別紙参照

５．総合型地域スポーツクラブと体育会、まちづくりの融合への取組

・まちづくり対抗ニュースポーツ大会開催（運営費：参加費としてまちづくりから）

（自治会単位のチームで、各種競技を行い、総得点で順位決定）

・まちづくりの予算を融通性を持たして体育会へ助成？

（推進委員１人に２万円助成、大会毎に３万円助成等）

・まちづくりの予算の３割までは体育会へ助成可とする？

・地区によっては、クラブ＝体育会の扱いが出来ないか？

６．総合型地域スポーツクラブの支援

・クラブの広報誌や募集チラシに宮崎市の応援の文言（固定で可）を掲載？

・体協で行っている教室等をクラブに委託出来ないか？

・公民館主催講座をクラブに委託出来ないか？

・長寿支援課の健康運動教室をクラブに委託出来ないか？

・公民館の隔週利用をクラブに関して毎週に出来ないか？

　（クラブは他の団体と違い、市民を対象に誰でも参加できるので）

７．スポーツ基本計画の取組 生涯スポーツへの取組が年々減少？

（スポーツ基本法に沿った取組を検討して頂きたい）

・「新しい公共」がクラブに期待されているので、行政との協働の取り組み

費用対効果や利便性が

期待できる。指導者のレ

ベルアップや就業支援に


